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NY マーケットレポート（2018 年 2 月 23 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米 FRB がタカ派的な傾向を強める可能性があるとの観測から、序盤にドルが主要通貨に対して上昇した。その後

は、米長期債利回りの低下が続いたことから、日米金利差の縮小が意識され、円が買われた。しかし、米ダウ平均株価が 4営業

日ぶりに 25000 ドルを回復するなど、堅調な動きが続いたことから、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、相対的に安全な通貨と

される円を売る動きが優勢となり、終盤にかけてドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

米当局者の発言 

ダドリー・ニューヨーク連銀総裁 

 

・短期金利という手段が利用できない場合に道具箱に備えておくと有益なものだ 

・LSAP は債券の保有期間に伴う上乗せ金利を引き下げ、金融当局のフォワードガイダンスの信頼性を高めることが可能だ 

・インフレ期待がしっかり固定されず下振れするリスクが増大し、中央銀行による目標の達成はさらに困難になる 

 

 

ムニューシン米財務長官 

・2016 年米大統領選挙のロシア介入問題を巡りモラー特別検察官が進める捜査の情報を基に、財務省は制裁対象の一部を決定

する可能性がある 

・われわれはロシア制裁についても作業している 

・それについて向こう数週間のうちに話すことになる 

 

 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

・今年は 3-4 回の利上げ検討が妥当 

 

 

ダウ平均は4営業日ぶりに25000 ドル台を回復 

 

米株式市場は、米長期金利が低下したことで投資家心理が改善し、幅広い銘柄が買われた。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動

きとなり、終盤には前日比 351 ドル高まで上昇し、4営業日ぶりに 2万 5000 ドル台を回復して取引を終えた。 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

ドル円・クロス円は終盤に堅調な動き 

 

FRB がタカ派的な傾向を強める可能性があるとの観測からドルが主要通貨に対して上昇となった。ただ、米長期金利の低下が続

いたこともあり、ドル円・クロス円は上値の重い動きとなった。その後は、新規材料に乏しい中、堅調な株価動向を受けて、終

盤にかけて堅調な動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


